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第
一 

  
 

史
の
と
も
が
ら 

   
 
 
 
 

一 
 
 
 

本
篇
に
入
る
前
に
、
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
無
駄
話
に
紙
幅
を
費

や
す
。 

 

そ
れ
は
「
史
の
と
も
が
ら
」
に
つ
い
て
、
も
し
く
は
筆
者
の
執

筆
姿
勢
に
か
か
わ
る
い
く
つ
か
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

「
と
も
が
ら
」
に
は
「
朋
輩
」
と
い
う
文
字
を
当
て
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
表
現
を
思
い
つ
い
た
の
は
、『
研
究
史
金
印
』
と
い

う
二
百
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
書
籍
を
読
ん
だ
と
き
だ
っ
た
。 

 

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
の
二
月
、
筑
前
那
珂
郡
志
賀
嶋
、
現
在

の
福
岡
市
東
区
志
賀
島
叶
崎
の
田
地
か
ら
春
耕
の
準
備
中
に
発
見

さ
れ
た
（
と
さ
れ
る
）「
漢
委
奴
國
王
」
の
陰
刻
五
文
字
を
持
つ
蛇

紐
金
印
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
示
さ
れ
た
諸
論
を
抄
録
し
つ

つ
、
論
点
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
よ
ほ
ど
の
知
識
と

見
識
が
な
い
と
書
き
著
わ
す
こ
と
が
難
し
い
。 

 

そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
国
学
、
古
文
書
学
、
東
洋
史
学
、

考
古
学
、
古
代
史
学
、
文
献
学
あ
る
い
は
小
説
の
分
野
の
歴
々
が
、

時
代
を
超
え
て
論
争
を
展
開
し
て
い
る
姿
で
あ
る
。 

 

青
柳
種
信
、
藤
貞
幹
、
片
山
蟠
桃
、
伴
信
友
、
亀
井
南
冥
、
本
居

宣
長
、
賀
茂
真
淵
、
松
下
見
林
、
三
宅
米
吉
、
那
珂
通
世
、
内
藤
虎

次
郎
、
栗
原
朋
信
、
喜
田
貞
吉
、
橋
本
増
吉
、
中
山
平
次
郎
、
斉
藤

忠
、
藤
間
生
大
、
井
上
光
貞
、
宮
崎
康
平
、
安
本
美
典
、
海
音
寺
潮

五
郎
と
い
っ
た
名
前
の
中
に
、読
者
に
も
馴
染
み
の
あ
る
幾
人
か
が

存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。 

 

「
時
代
を
超
え
た
論
争
」
と
い
う
の
は
、
過
去
に
お
い
て
示
さ

れ
た
論
を
踏
ま
え
、そ
こ
に
新
し
い
知
見
を
加
え
る
作
業
を
積
み
重

ね
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。 

 

と
き
に
焼
き
直
し
で
あ
っ
た
り
引
用
で
あ
っ
て
も
、
か
つ
て
一

顧
だ
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
論
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
で

新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
。
そ
の
よ
う
な
作
業
が
、
一
辺
二
・
三
セ

ン
チ
、
重
さ
に
し
て
百
グ
ラ
ム
強
の
金
属
の
か
た
ま
り
か
ら
、
こ

の
国
の
古
代
史
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。 

 

教
科
書
日
本
史
は
印
文「
漢
委
奴
國
王
」を「
漢
ノ
委
ノ
奴
國
王
」

と
読
む
。
そ
し
て
「
委
」
を
「
倭
」
の
文
字
の
減
筆
（
省
略
）
と
し

て
、『
後
漢
書
』「
光
武
帝
紀
」
に
あ
る 

  
 

建
武
中
元
二
年 

倭
奴
國
奉
貢
朝
賀 

 
 

使
人
自
稱
大
夫 

倭
國
之
極
南
界
也 

 
 

光
武
賜
以
印
綬 
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建
武
中
元
二
年
、
倭
奴
国
、
貢
を
奉
じ
て
朝
賀
す 

 
 
 
 

使
人
自
ら
大
夫
と
称
す 

 
 
 
 

倭
国
の
極
南
の
界
な
り 

 
 
 
 

光
武
、
印
綬
を
以
て
賜
う
（
賜
う
に
印
綬
を
以
て
す
） 

  

の
記
事
と
関
連
づ
け
る
。 

 

建
武
中
元
二
年
は
西
暦
五
七
年
に
当
た
る
。 

 

長
く
「
委
奴
」
の
読
み
方
（
訓
）
は
様
ざ
ま
に
解
釈
さ
れ
、
現
在

も
決
着
し
て
い
な
い
。
し
か
し
一
般
的
に
は
、 

 

―
―
「
委
」
は
「
倭
」（
ワ
）
の
省
略
、「
奴
」
は
「
ナ
」
と
読

ん
で
儺
・
那
の
古
名
を
有
す
る
博
多
平
野
、
奴
國
は
春
日
市
の
須
玖

岡
本
遺
跡
あ
た
り
。
印
文
は
「
漢
の
ワ
の
ナ
の
國
王
」
と
読
む
の
が

妥
当
で
あ
る
。 

 

と
す
る
三
宅
米
吉
の
論
説
が
、
あ
た
か
も
定
説
の
よ
う
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
ほ
か
に
有
力
な
説
と
し
て
ヤ
マ
ト
の
写
音
説
、
イ
ト
（
伊

都
）
説
、
北
の
匈
奴
に
対
置
す
る
「
南
の
従
順
な
夷
」
説
な
ど
の
異

説
が
あ
る
の
だ
が
、こ
れ
以
上
立
ち
入
る
の
は
本
稿
の
守
備
範
囲
か

ら
外
れ
る
。 

 

語
り
た
い
の
は
、
時
代
と
立
ち
位
置
を
超
え
た
史
論
と
い
う
も

の
で
あ
る
。 

 

例
え
ば
、
科
学
的
な
計
測
・
分
析
、
篆
刻
技
法
の
観
点
か
ら
、
次

の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。 

 

○
一
辺
の
長
さ
二
・
三
四
七
セ
ン
チ
は
漢
魏
晋
時
代
の
一
寸
に
相
当

す
る
。 

○
篆
書
陰
刻
は
漢
魏
晋
の
印
制
に
合
っ
て
い
る
。 

○
蛇
鈕
（
蛇
の
形
を
し
た
つ
ま
み
）
は
東
夷
の
王
に
与
え
る
印
形
と

し
て
妥
当
で
あ
る
。 

○
金
の
純
度
九
五
・
一
％
は
漢
代
に
下
賜
さ
れ
た
金
製
品
の
純
度
と

矛
盾
し
な
い
。 

  

以
上
の
こ
と
は
、
志
賀
島
出
土
の
金
印
が
本
物
（
真
印
）
で
あ
る

こ
と
を
否
定
し
な
い
。 

 

ま
た
、
古
地
図
の
専
門
家
は
次
の
よ
う
に
言
う
。 

 

○
叶
崎
と
い
う
地
名
は
「
金
の
崎
」
に
由
来
す
る
に
違
い
な
い
。 

○
金
印
を
囲
ん
で
い
た
と
い
う
石
組
は
磐
座
で
な
か
っ
た
か
。 

  
こ
の
類
推
は
、
金
印
が
後
世
の
作
で
な
い
こ
と
の
傍
証
と
な
る
。 

 
た
だ
、
次
の
疑
問
は
残
る
。 

 

○
発
見
者
と
さ
れ
る
「
百
姓
甚
兵
衛
」
は
郡
の
奉
行
に
申
し
出
た
者

で
あ
っ
て
田
地
の
所
有
者
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 
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○
真
の
発
見
者
は
小
作
人
の
「
秀
治
」「
喜
平
」
で
あ
ろ
う
。 

○
し
か
し
「
秀
治
」「
喜
平
」
の
名
は
在
志
賀
島
の
諸
寺
過
去
帳
に

見 
え
て
い
な
い
。 

○
「
奴
國
」
の
王
墓
と
見
ら
れ
る
須
玖
岡
本
遺
跡
で
な
く
、
な
ぜ
志

賀
島
に
埋
設
さ
れ
て
い
た
の
か
。 

○
糸
島
・
細
石
神
社
（
古
名
「
佐
々
禮
石
神
社
」）
か
ら
流
出
し
た

と
す
る
伝
承
は
検
証
さ
れ
た
の
か
。 

○
印
文
「
委
奴
」
を
「
倭
の
奴
」
と
読
む
の
は
妥
当
な
の
か
。 

○
紀
元
五
七
年
は
光
武
帝
が
没
し
た
年
で
あ
る
。『
論
衡
』
な
ど
古

文
献
に
神
仙
の
使
者
と
し
て
登
場
す
る
「
倭
人
」
が
そ
の
年
に
朝
貢

し
た
と
す
る
の
は
神
仙
思
想
の
表
れ
で
は
な
い
か
。 

  

そ
れ
に
関
連
し
て
、 

 

―
―
古
代
中
国
の
皇
帝
に
蛮
夷
の
王
が
貢
を
献
じ
て
印
綬
の
下

賜
を
望
ん
だ
の
は
、中
華
の
冊
封
を
受
け
る
こ
と
で
巨
大
な
交
易
市

場
に
参
入
す
る
特
権
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。従
っ
て
賜
授
の
ど

ち
ら
か
の
王
が
次
代
の
王
に
代
替
わ
り
し
た
ら
中
華
の
皇
帝
に
挨

拶
の
使
者
を
送
り
、王
統
が
交
替
し
た
ら
印
綬
を
更
新
す
る
決
ま
り

だ
っ
た
。 

 

と
い
う
解
説
が
加
え
ら
れ
る
。 

 

も
し
「
邪
馬
台
国
」
の
女
王
・
卑
弥
呼
が
「
委
奴
國
王
」
の
正
統

に
あ
っ
た
の
な
ら
、
景
初
二
年
（
二
三
八
）
六
月
に
魏
帝
国
の
帯
方

郡
治
を
訪
れ
た
使
者
「
大
夫
難
升
米
」
は
、「
漢
委
奴
國
王
印
」
を

差
し
出
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
「
委
奴
國
王
」
の
印
は
志
賀

島
に
埋
設
さ
れ
て
い
た
。 

 

そ
こ
で
、「
漢
委
奴
國
王
」
の
王
統
は
、「
邪
馬
台
国
」
の
は
る
か

前
に
滅
ぼ
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
が
示
さ
れ
、

様
ざ
ま
な
所
論
が
出
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
面
白
く
感
じ
る
か
ど
う
か
。 

 

と
い
う
問
い
か
け
を
し
た
う
え
で
、
本
書
を
書
く
に
当
た
っ
て

の
姿
勢
を
述
べ
て
お
き
た
い
。 

 

ま
ず
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
筆
者
は
臆
面
も

な
く
剽
窃
と
い
う
行
為
を
取
る
。
そ
れ
と
い
う
の
は
、
自
身
が
関

知
し
得
な
い
時
代
、
関
与
し
な
か
っ
た
出
来
事
、
周
知
し
て
い
な
い

人
々
な
ど
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
存
在
す
る
記
録
に
依
拠
す
る
か
、

聞
き
か
じ
り
を
集
約
す
る
ほ
か
に
手
立
て
が
な
い
。 

 

多
く
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
文
字
の
列
は
、

な
る
ほ
ど
キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
い
た
の
は
筆
者
に
ほ
か
な
ら
な
い
に

し
て
も
、
筆
者
の
行
動
、
知
識
、
体
験
で
は
な
い
。
と
な
れ
ば
、

す
べ
か
ら
く
広
義
の
剽
窃
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

  
 
 
 
 

二 
  

著
名
な
史
書
の
う
ち
、
剽
窃
の
謗
り
が
あ
る
の
は
『
漢
書
』
で
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あ
る
。 

 
高
祖
・
劉
邦
に
始
ま
る
漢
帝
国
（
前
二
〇
八
〜
後
八
）
を
描
い
た

史
書
で
あ
っ
て
、
全
百
巻
で
成
る
。
帝
位
を
継
承
し
た
王
朝
が
前
王

朝
の
事
績
を
評
す
こ
と
の
始
ま
り
と
な
り
、
か
つ
正
史
の
原
型
と

な
っ
た
。 

 

後
漢
・
光
武
帝
（
劉
秀
）
の
と
き
、
雒
陽
（
洛
陽
）
に
班
彪
と
い

う
吏
僚
が
い
た
。
西
河
属
国
の
都
尉
、
広
平
太
守
を
務
め
た
班
穉
の

息
子
で
、
司
徒
府
の
職
員
だ
っ
た
。 

 

後
二
三
年
に
王
莽
が
滅
び
、
後
二
五
年
に
漢
帝
室
の
血
脈
を
引
く

更
始
帝
の
権
威
が
失
墜
し
た
と
き
、中
国
大
陸
に
は
群
雄
が
割
拠
し

た
。
群
雄
と
は
赤
眉
軍
の
樊
崇
、
河
西
の
竇
融
、
河
北
の
劉
秀
、
甘

粛
の
隗
囂
、
蜀
の
公
孫
述
な
ど
で
あ
っ
て
、
赤
眉
軍
は
「
建
世
」、

劉
秀
は
「
建
武
」、
隗
囂
は
「
漢
復
」、
公
孫
述
は
「
龍
興
」
と
、
そ

れ
ぞ
れ
に
年
号
を
建
て
た
。 

 

こ
の
う
ち
最
も
勢
い
が
あ
っ
た
隗
囂
が
朝
廷
の
識
者
や
吏
僚
を

集
め
て
「
天
下
は
誰
の
手
に
収
ま
る
か
」
と
問
う
た
。 

 

多
く
が
口
ご
も
っ
て
い
る
な
か
で
、
班
彪
は 

 

「
劉
氏
に
定
ま
る
」 

 

と
論
じ
て
憚
ら
な
か
っ
た
。 

 

そ
の
話
を
河
西
の
竇
融
が
耳
に
し
、の
ち
に
そ
れ
を
光
武
帝
に
伝

え
た
。竇
融
は
西
方
の
運
営
を
通
じ
て
班
稚
と
旧
知
の
関
係
に
あ
っ

た
の
で
、
彪
を
憎
か
ら
ず
思
っ
て
い
た
。
そ
の
縁
で
彪
は
官
職
を

得
た
わ
け
だ
っ
た
。 

 

建
武
八
年
（
後
三
二
）、
彪
の
家
に
男
児
が
誕
生
し
た
。
三
十
歳

に
し
て
初
め
て
子
を
得
た
と
い
う
の
は
、
当
時
と
し
て
は
異
例
に

遅
い
。
ち
な
み
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
が
、
彪
が
こ

の
と
き
得
た
の
は
双
子
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。『
後
漢
書
』
の
列

伝
が
間
違
い
で
な
け
れ
ば
、班
固
と
班
超
の
兄
弟
は
同
じ
年
に
生
ま

れ
て
い
る
。 

 

こ
の
時
代
、家
に
男
児
が
三
人
い
れ
ば
、一
は
学
者
、一
は
武
人
、

一
は
官
吏
、女
児
は
良
家
に
嫁
が
せ
そ
の
血
脈
を
も
っ
て
隆
盛
を
図

る
の
が
常
だ
っ
た
。
兄
は
長
じ
て
「
固
」
と
い
う
名
を
名
乗
り
、

永
平
五
年
（
六
二
）
校
書
郎
に
任
じ
ら
れ
た
。
ま
た
弟
は
竇
固
（
竇

融
の
甥
）
の
副
官
と
し
て
匈
奴
と
の
戦
い
に
従
軍
し
、
永
平
十
六
年

（
七
三
）
新
疆
「
蒲
類
海
の
戦
い
」
で
勲
功
を
挙
げ
た
。 

 

蒲
類
海
と
は
、
現
在
の
巴
里
坤
湖
（Bali K

un

：
バ
ル
ク
ル
湖
）

で
あ
る
。
ゴ
ビ
砂
漠
の
西
端
に
位
置
し
、
常
に
満
々
た
る
水
を
湛

え
る
湖
は
天
山
北
路
の
中
継
地
と
し
て
唯
一
無
二
の
適
地
だ
っ
た
。

こ
こ
を
匈
奴
が
支
配
す
る
か
、
漢
の
植
民
地
と
す
る
か
は
、
大
秦
国

（
ロ
ー
マ
帝
国
）
と
の
交
易
、
ひ
い
て
は
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
富
の
帰
趨
を
差
配
し
た
。 

  

彪
の
先
祖
は
も
と
楚
の
国
の
貴
族
だ
っ
た
が
、楚
が
秦
に
滅
ぼ
さ

れ
て
の
ち
山
西
省
の
楼
煩
と
い
う
と
こ
ろ
で
牛
や
羊
を
養
っ
て
財
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を
成
し
た
。前
漢
第
十
二
代
成
帝
の
と
き
、彪
の
叔
母（
越
騎
校
尉
・

班
況
の
娘
／
班
遅
の
妹
）
が
後
宮
に
入
り
「
婕
妤
」
と
称
さ
れ
る
高

位
に
の
ぼ
っ
た
。
婕
妤
と
は
後
宮
で
皇
后
、
昭
義
に
次
ぎ
、
人
臣
最

高
位
の
「
列
候
」
に
準
じ
る
。 

 

班
家
の
兄
弟
は
帝
室
の
外
戚
と
な
っ
て
出
世
し
、長
男
の
伯
は
定

襄
郡
太
守
、
次
男
の
斿
は
諌
大
夫
、
末
弟
の
穉
は
西
河
属
国
都
尉
と

な
っ
た
。
こ
の
う
ち
博
学
で
知
ら
れ
た
斿
は
、
宮
中
秘
蔵
の
書
籍
を

校
訂
す
る
役
目
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
だ
け
で
な
く
、
そ
の
副
本
を

下
賜
さ
れ
、
こ
れ
が
末
弟
・
穉
の
息
子
で
あ
る
彪
に
伝
え
ら
れ
た
。 

 

彪
は
叔
父
か
ら
受
け
継
い
だ
宮
中
秘
書
を
精
読
し
、
司
馬
遷
の

『
太
史
公
書
』（
い
わ
ゆ
る
『
史
記
』）
を
書
き
足
す
べ
く
『
後
伝
』

六
十
五
篇
を
著
述
し
た
。二
十
歳
に
な
っ
た
固
が
こ
の
業
を
継
い
だ

が
、
そ
の
内
容
に
や
や
不
満
だ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
永
平
六
年
（
後

六
三
）
ご
ろ
か
ら
筆
を
加
え
始
め
た
。 

 

第
二
代
明
帝
の
と
き
、「
国
史
を
私
し
て
い
る
」
と
訴
え
ら
れ
、

獄
に
入
っ
た
。
国
史
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
司
馬
遷
の
『
史
記
』

の
こ
と
で
あ
る
。 

 

双
子
の
実
弟
で
西
域
を
探
検
す
る
功
を
立
て
た
班
超
が
こ
の
危

機
を
聞
き
つ
け
て
弁
護
に
立
ち
、権
門
の
竇
氏
を
動
か
し
て
兄
を
救

い
出
し
た
。
帝
は
そ
の
作
が
優
れ
て
い
る
の
で
、
反
対
に
固
を
蘭

台
令
史
に
取
り
立
て
、
編
纂
の
続
行
を
命
じ
た
。 

 

完
成
し
た
の
は
第
三
代
・
章
帝
の
建
初
年
間
（
七
六
〜
八
四
）
で

あ
る
。高
祖
か
ら
十
四
代
平
帝
に
い
た
る
二
百
十
三
年
間
の
出
来
事
、

官
制
、
軍
制
、
人
物
、
社
会
・
風
俗
、
文
化
、
地
誌
な
ど
を
総
覧
し

た
大
著
で
あ
る
た
め
に
、
上
梓
す
る
だ
け
で
五
年
を
要
し
た
。 

 

明
帝
の
勅
命
で
著
わ
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
か
し
『
漢
書
』

は
公
な
史
書
と
し
て
扱
わ
れ
な
か
っ
た
。政
治
の
情
勢
が
大
き
く
変

わ
っ
て
い
た
。 

 

第
四
代
・
和
帝
の
永
元
四
年
（
後
九
二
）、
大
将
軍
と
し
て
権
勢

を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
竇
憲
が
謀
反
の
罪
で
誅
さ
れ
る
と
、
そ
の

業
績
を
称
え
る
碑
文
を
書
い
た
班
個
も
咎
め
を
受
け
て
下
獄
し
、獄

中
で
死
ん
だ
。
こ
れ
が
た
め
に
大
著
は
散
逸
の
憂
き
目
を
見
た
。 

 

と
こ
ろ
が
曹
家
に
嫁
い
で
い
た
妹
の
昭
（
惠
班
）
の
許
に
草
稿
が

残
っ
て
い
た
。
竇
一
族
に
接
近
し
過
ぎ
た
こ
と
を
察
知
し
た
固
は
、

こ
う
い
う
時
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

和
帝
は
の
ち
に
班
固
を
獄
死
さ
せ
た
こ
と
を
惜
し
ん
で
班
昭
を

宮
中
に
招
き
、命
じ
て
馬
統
と
共
同
で
再
び
取
り
ま
と
め
さ
せ
た
―

―
と
い
う
の
が
『
漢
書
』
成
立
の
経
過
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

以
上
の
こ
と
は
、
本
多
済
と
い
う
人
の
編
訳
に
な
る
『
漢
書
・
後

漢
書
・
三
国
志
列
伝
選
』
に
依
っ
て
い
る
。
筆
者
は
た
だ
、
そ
の
書

き
物
を
手
に
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
剽
窃
と
い
う
こ
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と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 
巻
末
の
「
解
題
」
が
た
い
へ
ん
に
面
白
い
。 

 
文
字
通
り
『
漢
書
』『
後
漢
書
』『
三
国
志
』
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
、
そ
の
成
立
過
程
や
位
置
づ
け
、
特
徴
な
ど
を
解
説
し
て
い
る
の

だ
が
、
何
が
面
白
い
か
と
い
う
と
、
中
国
の
著
名
な
史
家
が
時
代
を

超
え
て
論
争
を
展
開
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。 

 

冒
頭
、
本
多
は
次
の
よ
う
に
書
き
起
こ
し
て
い
る
。 

  

清
末
の
名
臣
、
張
之
洞
の
著
わ
し
た
初
学
啓
蒙
の
書
『
輶
軒
語
』

（
語
学
）
に
「
宜
し
く
正
史
を
読
む
べ
し
、
正
史
の
う
ち
宜
し
く
ま

ず
四
史
を
読
む
べ
し
」
と
あ
る
。
正
史
と
は
『
史
記
』
よ
り
『
明

史
』
に
至
る
、
各
王
朝
の
正
統
の
歴
史
、
二
十
四
史
の
こ
と
。
四
史

と
は
そ
の
う
ち
『
史
記
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』『
三
国
志
』
を
い
う
。 

  

そ
も
そ
も
こ
の
書
き
出
し
か
ら
し
て
、
た
だ
の
「
解
説
」
で
は

な
い
。 

 

以
下
、
登
場
す
る
史
家
は
劉
知
機
、
鄭
樵
、
顔
師
古
、
傅
玄
、
方

苞
、
服
虔
、
応
劭
、
蘇
林
、
如
淳
、
孟
康
、
韋
昭
、
晋
灼
、
王
先
謙
、

司
馬
彪
、
劉
珍
、
謝
承
、
薜
瑩
、
華
嶠
、
謝
沈
、
張
瑩
、
袁
崧
、
張

璠
、
袁
宏
、
章
懐
太
子
、
裴
松
之
、
王
応
麟
、
王
若
虚
、
夏
侯
湛
、

朱
彜
尊
、
李
徳
林
、
欧
陽
脩
、
黄
震
、
章
望
之
、
蘇
軾
、
司
馬
光
、

趙
翼
、
王
鳴
盛
、
銭
大
昕
、
全
祖
望
、
魚
豢
、
孫
盛
、
習
鑿
歯
、
王

穏
、
張
勃
な
ど
四
十
人
を
超
え
る
。
そ
の
一
々
が
い
つ
の
時
代
の
人

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
論
を
展
開
し
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
本
書

の
主
題
か
ら
外
れ
る
。 

 

た
だ
一
点
、
彼
ら
が
論
じ
た
の
は
「
記
録
」
と
「
歴
史
」
と
い

う
も
の
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は

コ
ト
の
経
過
を
記
す
こ
と
と
、
史
書
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
の
相

違
、
と
言
い
換
え
て
い
い
。 

 

た
と
え
ば
本
多
は
次
の
よ
う
に
書
く
。 

 

○
鄭
樵
が
不
満
な
の
は
『
漢
書
』
が
通
史
で
な
く
、
断
代
史
だ
と
い

う
点
で
あ
る
。 

○
『
史
記
』
の
自
叙
で
は
各
篇
の
製
作
意
図
を
説
明
し
て
「
某
篇
を

作
る
」
と
い
う
の
に
対
し
、『
漢
書
』
の
叙
伝
で
は
「
某
篇
を
述
ぶ
」

と
い
う
。 

○
司
馬
遷
は
ま
だ
し
も
善
因
善
果
、悪
因
悪
果
の
法
則
性
を
で
き
る

だ
け
模
索
し
た
上
で
、
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
時
に
、
天
命
に
託
す
る

が
、
班
固
は
そ
の
点
、
比
較
的
あ
っ
さ
り
と
天
命
に
帰
着
さ
せ
た
。

范
曄
は
最
後
は
天
命
に
帰
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
で
も
、
で
き
る
だ
け

人
間
の
意
志
の
力
を
認
め
よ
う
と
す
る
。 

○
諸
葛
亮
に
つ
い
て
陳
寿
が
「
政
治
家
で
あ
っ
て
戦
略
家
で
な
い
」

と
評
し
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
史
家
と
し
て
の
冷
静
な
判
断
で
あ
り
、

そ
の
叙
述
に
は
故
国
の
英
雄
に
対
す
る
尊
敬
と
哀
惜
の
念
が
あ
り
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あ
り
と
読
み
取
れ
る
。 

  
こ
の
あ
た
り
、
本
多
も
朋
輩
と
な
っ
て
史
論
を
弁
じ
て
い
る
。

そ
れ
が
ま
た
面
白
い
こ
と
で
も
あ
る
。 

  
 
 
 
 

四 
  

確
か
な
事
実
と
し
て
、
班
固
は
漢
の
高
祖
（
劉
邦
）
か
ら
第
七
代

武
帝
の
元
封
年
間
（
前
一
〇
一
〜
前
一
〇
五
）
ま
で
は
『
史
記
』
の

記
述
を
そ
の
ま
ま
襲
っ
た
。
以
後
の
記
述
は
劉
歆
、
賈
逵
の
著
作
を

援
用
し
、
か
つ
班
彪
の
『
史
記
後
伝
』
に
依
拠
し
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
表
と
天
文
志
は
班
昭
と
馬
統
が
補
っ
た
。班
固
自
身
の
作

に
な
る
の
は
「
古
今
人
表
」
で
し
か
な
い
。
ゆ
え
に
、
の
ち
の
史

学
者
か
ら
「
剽
窃
で
は
な
い
か
」
と
す
る
批
判
が
あ
る
。 

 

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
評
価
は
覆
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
そ

れ
は
、
本
紀
、
表
、
志
、
列
伝
と
い
う
史
書
の
体
裁
を
確
立
し
た
天

才
的
編
纂
者
で
あ
る
こ
と
を
、
誰
も
が
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

『
三
国
志
』
を
著
し
た
陳
寿
は
、『
魏
略
』『
魏
尚
書
』『
魏
氏
春

秋
』『
漢
晋
春
秋
』『
呉
書
』『
呉
録
』『
蜀
記
』
な
ど
を
盛
ん
に
引
用

し
た
。 

 

彼
の
場
合
、
父
の
代
か
ら
蜀
漢
の
劉
備
・
劉
禅
に
仕
え
、
劉
氏
が

漢
王
朝
の
天
命
を
受
け
継
ぐ
べ
き
正
統
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。 

 

し
か
し
彼
は
、後
漢
朝
を
簒
奪
し
た
曹
氏
の
魏
朝
の
事
跡
を
繕
い

つ
つ
記
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
つ
、
現
在
の
禄
を
食

ん
で
い
る
の
は
、
そ
の
魏
朝
か
ら
禅
譲
の
手
続
き
で
王
権
を
手
に

し
た
司
馬
氏
の
晋
朝
で
あ
っ
た
。そ
う
し
た
複
雑
な
事
情
を
背
景
に
、

同
時
代
史
を
描
く
困
難
を
陳
寿
は
背
負
っ
て
い
た
。 
 

范
曄
は
、
自
身
の
『
後
漢
書
』
を
「
天
下
の
奇
作
」
と
評
し
て
い

る
が
、
実
態
は
『
後
漢
記
』『
東
観
漢
記
』『
続
漢
書
』『
後
漢
南
記
』

を
襲
っ
た
。
殊
に
班
固
が
勅
命
で
著
わ
し
た
「
後
漢
光
武
帝
紀
」、

華
嶠
の
筆
に
な
る
『
後
漢
書
』
を
援
用
し
、
し
か
も
晋
の
司
馬
彪
が

残
し
た
八
志
三
十
巻
を
付
し
た
。
そ
の
こ
と
が
、
後
世
の
史
家
か
ら

厳
し
く
咎
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
班
固
と
司
馬
遷
を
も
っ
て
「
班
馬
」
と
呼

び
、『
史
記
』
と
『
漢
書
』
を
も
っ
て
「
史
漢
」
と
な
し
、
さ
ら
に

『
三
国
志
』『
後
漢
書
』
を
加
え
て
「
四
史
」
と
称
す
る
。 

 

―
―
史
書
と
は
、
剽
窃
で
成
り
立
つ
。 

 

と
さ
え
言
っ
て
い
い
。
た
だ
し
そ
こ
に
は
、
編
纂
者
の
視
点
が

貫
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
二
千
年
の

時
を
超
え
て
史
家
が
論
争
を
交
わ
す
。 

 
再
び
本
多
の
文
章
。 

  

荀
彧
は
も
と
後
漢
の
臣
、
曹
操
の
参
謀
と
し
て
よ
く
働
い
た
が
、

曹
操
が
九
錫
（
人
臣
と
し
て
最
高
の
権
力
を
示
す
褒
美
）
を
受
け
よ
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う
と
す
る
に
い
た
っ
て
こ
れ
に
反
対
し
た
た
め
、
曹
操
の
怒
を
か

い
、
憂
い
に
よ
っ
て
死
ん
だ
人
で
あ
る
。『
三
国
志
』
荀
彧
伝
の
終

わ
り
に
「
憂
を
以
て
薨
ず
。
時
に
年
五
十
。
謚
し
て
敬
侯
と
曰
う
。

明
年
、
太
祖
遂
に
魏
公
と
な
る
」
と
あ
る
。 

 

最
後
の
一
句
は
普
通
な
ら
ば
、
不
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
荀
彧

が
死
に
至
る
ま
で
漢
朝
の
た
め
に
曹
操
の
野
心
を
阻
ん
で
い
た
こ

と
を
示
す
と
と
も
に
、
曹
操
が
い
か
に
簒
奪
に
汲
々
と
し
て
い
た

か
を
物
語
る
。 

  

む
ろ
ん
こ
の
弁
論
は
紀
元
前
に
生
き
た
司
馬
遷
の
耳
に
届
く
わ

け
で
は
な
く
、
唐
初
の
劉
知
幾
の
知
る
と
こ
ろ
で
も
な
い
。
の
だ

が
、
時
を
超
え
て
論
を
た
た
か
わ
す
の
は
史
家
の
常
で
あ
る
ら
し

い
。
筆
者
も
ま
た
、
そ
う
あ
り
た
い
と
望
む
も
の
で
あ
る
。 

 

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、

他
に
優
れ
た
書
籍
が
あ
る
。Ｉ
Ｔ
産
業
の
企
業
や
個
人
に
焦
点
を
絞

っ
た
伝
記
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
各
々
に
ま
と
め
る
に
違
い
な
い
。 

 

そ
れ
が
名
誉
欲
で
あ
る
か
、多
少
の
宣
伝
を
伴
っ
た
自
己
満
足
で

あ
る
か
は
と
も
か
く
、
個
々
に
お
い
て
意
義
が
あ
り
、
そ
れ
な
り

の
価
値
が
あ
る
。
し
か
ら
ば
そ
う
し
た
先
行
の
書
を
大
い
に
参
照

し
、
検
証
の
う
え
で
引
用
し
、
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
る
方
法
も
許

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

 

                      



第１ 史のともがら（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

蛇
紐 
だ
ち
ゅ
う
／「
紐
」は
印
章
の
裏
に
あ
る
穴
の
開
い
た
突
起
の
こ
と
。

そ
こ
に
「
綬
」
を
取
り
付
け
て
首
か
ら
下
げ
た
。
印
と
綬
は
セ
ッ
ト
と
な
っ

て
お
り
、
中
国
の
皇
帝
は
臣
下
に
官
位
に
応
じ
た
印
綬
を
授
け
た
。
綬
と
セ

ッ
ト
で
下
賜
し
た
の
は
、
公
用
に
従
事
し
て
い
る
と
き
印
を
常
に
携
行
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
周
辺
異
族
の
王
に
与
え
た

印
は
純
金
製
、
綬
は
紫
、
紐
は
方
位
に
準
じ
た
動
物
を
象
っ
た
。
倭
／
倭
人

は
東
夷
な
の
で
、「
漢
倭
奴
國
王
」
印
の
紐
が
蛇
の
形
な
の
は
理
に
適
っ
て
い

る
。 

『
研
究
史
金
印
』 

大
谷
光
男
／
吉
川
弘
文
館
／
１
９
７
４
。 

三
宅
米
吉 

み
や
け
・
よ
ね
き
ち
／
１
８
６
０
〜
１
９
２
９
。和
歌
山
藩
士
・

三
宅
栄
充
（
明
治
政
府
で
宮
内
大
監
）
の
長
男
と
し
て
和
歌
山
城
下
に
出
ま

れ
た
。
藩
校
学
習
館
で
漢
籍
を
学
ん
だ
後
、
民
政
局
参
事
・
草
野
政
信
の
教

え
を
受
け
た
。
教
科
書
出
版
社
・
金
港
堂
を
経
て
帝
室
博
物
館
総
長
・
東
京

文
理
科
大
学
学
長
と
な
っ
た
。 

班 

彪 
Bān biāo

／
は
ん
・
ひ
ょ
う
／
３
〜
５
４
。
字
は
「
叔
皮
」。 

班 

穉 
Bān zhì

／
は
ん
・
ち
／
班
稚
と
も
。 

司
徒 

古
代
中
国
の
官
制
で
民
事
全
般
を
司
っ
た
。前
漢
時
代
の「
大
司
徒
」

を
後
漢
の
建
武
二
十
七
年
（
後
五
一
）
に
「
司
徒
」
と
改
称
し
た
。 

王 

莽 
W
áng m

ǎng

／
お
う
・
も
う
／
前
４
５
〜
後
２
３
。
前
漢
第
十
一

代
元
帝
（
前
七
四
〜
前
三
三
）
の
皇
后
の
弟
・
王
曼
（W

áng m
àn

）
の
長

男
（
第
十
二
代
成
帝
の
従
兄
弟
）
に
当
た
る
。
長
女
を
第
十
四
代
平
帝
の
皇

后
と
し
て
権
力
を
掌
握
し
、
後
六
年
二
月
に
平
帝
が
亡
く
な
る
と
、
漢
の
仮

皇
帝
を
称
し
た
。
二
年
後
、
天
命
論
に
依
拠
し
て
漢
か
ら
禅
定
を
受
け
た
と

し
て
皇
帝
と
な
り
、
国
号
（
帝
室
名
）
を
「
新
」
と
改
め
た
。 

更
始
帝 

劉
玄
／Liú xuán

／
り
ゅ
う
・
げ
ん
／ 

？
〜
２
５
。
漢
帝
室
の
血

脈
に
あ
っ
て
、
王
莽
の
皇
帝
即
位
に
異
を
唱
え
て
挙
兵
し
た
。
緑
林
山
に
立

て
籠
も
っ
た
こ
と
か
ら
「
緑
林
軍
」
と
呼
ば
れ
た
。
後
二
三
年
二
月
に
皇
帝

即
位
を
宣
言
し
、
帝
都
を
長
安
、
元
号
を
「
更
始
」
と
定
め
た
が
、
烏
合
の

衆
だ
っ
た
の
で
政
権
は
最
初
か
ら
不
安
定
だ
っ
た
。 

赤
眉
軍 

王
莽
の
苛
政
に
抗
し
た
民
衆
の
反
乱
軍
が
、
眉
に
紅
を
塗
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。 

樊 

崇 
Fán chóng

／
は
ん
・
す
う
／
？
〜
２
７
。漢
帝
室
の
劉
盆
子（Liú 

pénzi

／
後
１
１
〜
？
）を
皇
帝
に
擁
し
て
長
安
に
攻
め
入
っ
て
更
始
帝
の
政

権
を
瓦
解
さ
せ
た
が
食
糧
が
尽
き
て
劉
秀
の
漢
軍
に
降
伏
し
た
。 

竇 

融 
D
òu róng

／
と
う
・
ゆ
う
／
前
１
５
〜
後
６
２
。 

隗 

囂 
K
uí xiāo

／
か
い
ご
う
／
？
〜
３
３
。 

公
孫
述 

Gōngsūn shù

／
こ
う
そ
ん
・
じ
ゅ
つ
／
？
〜
３
４
。
成
都
を
都

城
に
地
域
政
権
「
成
家
」
の
皇
帝
と
な
っ
た
。
姓
「
公
孫
」
は
先
祖
が
王
侯

だ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
中
国
の
中
原
（
黄
河
中
流
域
：
河
南
省
一
帯
）
を
支

配
し
た
周
・
漢
が
滅
び
た
あ
と
、
周
辺
に
転
出
・
亡
命
し
た
旧
王
朝
貴
族
と

そ
の
子
孫
が
名
乗
っ
た
。 

蘭
台
令
史 

書
物
奉
行
。
現
代
に
直
す
と
国
の
図
書
館
長
に
相
当
す
る
。 

本
多 

済 

ほ
ん
だ
・
わ
た
る
／
１
９
２
０
〜
２
０
０
９
。 

『
漢
書
・
後
漢
書
・
三
国
志
列
伝
選
』 

本
多
済
／
平
凡
社
／
１
９
７
３
。 

張
之
洞 

Zhāng Zhīdòng

／
ち
ょ
う
・
し
ど
う
／
１
８
３
７
〜
１
９
０
９
。

清
末
の
「
四
大
名
臣
」
の
一
人
。
武
漢
を
拠
点
に
西
欧
先
進
的
な
科
学
技
術

や
近
代
思
想
の
導
入
を
推
進
し
た
。 

劉 

歆 
Liú xīn

／
り
ゅ
う
・
き
ん
／
？
〜
後
２
３
。 

賈 

逵 
Jiǎ kuí

／
か
・
き
／
３
０
〜
１
０
１
。 
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陳 

寿 
Chén shòu

／
ち
ん
・
じ
ゅ
／
２
３
３
？
〜
２
９
７
？
。
巴
西
安

漢（
現
四
川
省
）に
生
ま
れ
た
。父
は
蜀
漢
の
馬
謖
の
参
謀
、師
は
譙
周（Q

iáo 
Zhōu

／
し
ょ
う
・
し
ゅ
う
／
１
９
９
〜
２
７
０
：
蜀
漢
が
魏
に
降
伏
し
た
と

き
蜀
漢
王
朝
側
の
代
表
と
な
っ
た
）
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
魏
が
滅
ぶ
ま
で
登

用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
魏
の
あ
と
に
王
朝
を
開
い
た
晋
の
空
司
（
三

公
の
一
）で
あ
る
張
華（
２
３
２
〜
３
０
０
）が
そ
の
才
を
認
め
佐
著
作
郎
、

次
い
で
著
作
郎
（
史
書
を
司
る
）
に
任
じ
た
。 

范 

曄 
Fàn Y

è

／
は
ん
・
よ
う
／
３
９
８
〜
４
４
５
。
晋
の
豫
章
郡
（
現

在
の
江
西
省
）
太
守
・
范
寧
の
孫
、
范
泰
の
第
四
子
と
し
て
生
ま
れ
、
宋
朝

で
尚
書
吏
部
郎
（
人
事
担
当
官
）
と
な
っ
た
。
元
嘉
元
年
（
４
２
４
）
宣
城

郡
太
守
と
な
り
、
赴
任
中
に
『
後
漢
書
』
を
著
し
た
と
さ
れ
る
。 

司
馬
彪 

Sīm
ǎ biāo

／
し
ば
・
ひ
ょ
う
／
？
〜
３
０
６
。
晋
王
朝
司
馬
氏
の

一
族
・
高
陽
王
司
馬
睦
の
長
男
。『
続
漢
書
』
を
著
し
た
。 

荀 

彧 
X
ún yù

／
じ
ゅ
ん
・
い
く
／
１
６
３
〜
２
１
２
。
後
漢
末
の
混
乱

期
に
曹
操
の
側
近
と
し
て
重
き
を
な
し
た
。 

劉
知
幾 

Liú zhī jǐ

／
り
ゅ
う
・
ち
き
／
６
８
１
〜
７
２
１
。 
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